
１０月の学校行事 
SC…スクールカウンセラー来校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＳＣ…スクールカウンセラー来校日 

 

１０月の目標 
生活「物を大切にしよう」 

保健「目を大切にしよう」 

給食「後かたづけをきちんとしよう」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
「東蒲小いじめ防止基本方針」   

校長 長井 哲郎 
 

最近、パソコンだけでなく、スマートフォンや児童一
人一台貸与されたタブレット上での心無い書き込みが原
因となっていじめに発展したり、コロナ禍における偏見
や差別などがいじめに繋がったりする事例をよく耳にし
ます。 
そこで本校では、ホームページに毎年掲載する「東蒲

小いじめ防止基本方針」を見直し、「軽微ないじめも見
逃さない」を合言葉に、学校、保護者、地域が一丸とな
っていじめ防止に取り組むことにしました。次にそのポ
イントを挙げます。 
まず、日常の授業などを通して、児童がいじめについ

て考え行動できる主体的な態度を育成する取組を充実さ
せるとともに、児童同士の話し合いの中で、多様性や互
いのよさを認め合える場面を設定していきます。その
際、次の３点を重点として、いじめをしない、させな
い、許さないという自覚を高めます。 
 
①どんな場合でも、いじめを行う方法で対処しない。 
②同じ言葉や行為でも、人によって感じ方が異なる。 
③相手が心身の苦痛を感じる行為はいじめになる。 

 
 また、学校に「いじめ対策委員会」を設置し、いじめ
の未然防止に向けた情報収集、迅速かつ組織的な対応、
教員研修の実施、児童や保護者へのいじめ防止の啓発、 
地域・関係諸機関との連携、児童の心のケアなどを行っ
て、具体的ないじめ対策を実行します。 
具体的な取組の 4つの段階として、未然防止、早期発

見、早期対応、重大事態への対処がありますが、まず未
然防止については、上記のインターネット使用上やコロ
ナ禍におけるいじめも想定して指導します。保護者の皆
様にもぜひ、ご家庭でのクロームブック、スマートフォ
ンなどの使用について、情報モラルの観点での指導にご 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

  

１ 日 都民の日       

２ 月 
全校朝会 委員会活動 教育実習始 

早寝・早起き・朝ごはん月間始 読書月間始 

３ 火  

４ 水 ４時間授業 安全指導 大相撲観戦 

５ 木 歯科検診（全学年） 

６ 金 交通安全教室（低・高）        SC 

７ 土  

８ 日  

９ 月 スポーツの日 

10 火 工場見学（３年２組） 

11 水   

12 木  

13 金 音楽会（児童鑑賞日） ５時間授業   SC 

14 土 

音楽会（保護者鑑賞日）  

５時間授業（給食あり） 

東蒲の輪ハロウィン花火大会 

15 日  

16 月 振替休業日               

17 火 避難訓練（煙体験２・４・６年） 

18 水 
４時間授業（２年のみ５時間授業）  

たてわり班活動 

19 木 工場見学（３年１組） 

20 金 連合音楽会（４・５年）        SC 

21 土                       

22 日  

23 月 
全校朝会 移動教室前検診（６年） 

クラブ活動 

24 火 とうぶ移動教室始（６年） 

25 水 とうぶ移動教室終（６年） 

26 木 ソフトボール観覧（３・４年） 

27 金 社会科見学（５年）          SC 

28 土            

29 日 かしわ祭（東蒲中学校） 

30 月 
全校朝会 ４時間授業 希望制個人面談① 

教育実習終 

31 火 
４時間授業 希望制個人面談② 読書月間終 

早寝・早起き・朝ごはん月間終     

東蒲だより 
大田区立東蒲小学校 

令和５年９月２９日 

 

Tel 03-3732-9635 Fax 03-3732-9636 
 

 

この度、日本教育工学協会 

から、教育の情報化に総合的 

に取り組み、情報化によって 

教育の質の向上を実現してい 

る学校として「学校情報化優 

良校」に認定されました。認 

定期間は、2023/9/13～2026/ 

3/31です。 

「秋を見つけよう」 
副校長 滝澤 智 

 暑すぎてやる気を起こすことが一苦労していた気候
がやっと収まり、爽やかな風を感じることができるよ
うになってきました。 
昨年の学校便りの 10 月号巻頭言では「運動するこ

とを楽しむ」という題で原稿を掲載しました。 
 コロナ禍が収まりかけてきた段階でしたので、思い
切り運動ができたらという願いも込めて「生涯体育」
についての原稿でした。今では休み時間に、体育の時
間に、思い切り体を動かして運動を楽しむ児童が多く
なりとても嬉しいです。 
 今年は運動ができることに加え、様々な経験ができ
る機会が増しているように思います。学校でも多くの
行事を予定しました。ジャンルが混在していますが、
一例を挙げます。 
「早寝・早起き・朝ごはん月間」「読書週間」「交通安
全教室」「音楽会」「連合音楽会」「とうぶ移動教室」 
 さらに、大田スタジアムで行われる「第 1回 WBSC女
子 U15ソフトボールワールドカップ 2023」に３・４年
生が無料招待(送迎付き！)していただき、観戦に行き
ます。さらにさらに、「大相撲城南大田場所(秋巡業)」
にも、全児童が無料招待していただきます。 
 今、学校では音楽会に向け、合奏や合唱の練習に取
り組んでいます。児童の多くは、コロナ禍で歌うこと
やリコーダーの演奏などの通常の音楽活動が制限され
て、なまりがちだった音楽の感覚を取り戻すことに一
生懸命です。教員は一人一人を支援し、励ましていま
す。自分の課題に必死に取り組む真剣な顔や「でき
た！」と喜ぶ顔が見られ、大成功の音楽会になる予感
がしています。 
 この秋の経験や体験がきっかけとなり、それぞれが
目標をもち、取り組み始めることができたり、さらに
高めたりすることができればよいですね。取り組んで
いる姿勢を励ましたり、結果を称賛したりして、児童
自身が一歩前進し、自己肯定感を高めていける秋にし
ていきます。 
 ご家庭でも、やる気スイッチを押していただけるよ
うお願いいたします。 
今年の爽やかな秋の経験体験が実り、東蒲小から、

大横綱やオリンピアン、ノーベル賞受賞者、グラミー
賞受賞者が出るのもそう遠くはないことを願って。 



音楽会             

音楽会まで２週間となりました。２学期から、各学年、本番に向けて楽曲（歌と合奏）を練習して

きました。各学年の成長段階に合わせて、様々な楽曲を演奏する予定です。 

 ２学期初回の授業で、東蒲小学校の全学級の児童に、「学級や学年の仲間と、心を合わせて演奏する

こと」、そのために・・・「一人一人が思いやりをもって、練習に取り組むこと」、これらを大切にし

て、学習にのぞんでほしいと伝えました。 

 音楽会は、学級や学年で協力して、一つのものを創り上げる楽しさや喜びを感じ、鑑賞するなか

で、お互いの表現のよさを認め合う態度を育てることをねらいとしています。音楽会という学校行事

を通して、音楽表現の技能向上だけでなく、児童の心の成長につながるように、励ましながら指導を

行っています。日々の音楽室では、教え合いをしながら、一生懸命練習する児童の姿が多く見られま

す。試行錯誤しながら練習に取り組むことで、また一つ成長することができました。 

10月に入ると、体育館練習も始まり、いよいよ練習もラストスパートを迎えます。14日（土）の保

護者鑑賞日にはぜひ見に来ていただき、子どもたちの成長を感じていただけたらと思います。そし

て、頑張ったことや演奏の感想など、ぜひお子さんとお話しください。 

 

 

 

 

４年生の様子          
７月の「水道キャラバン」に続き、先月は下水道局さんの出前授業、この先も花王さんの環境学習等、

４年生はただ今、出前授業が続いています。そんな中、先月１９日には同窓生で蒲田の町の今昔を知り尽

くしている柳町さんを講師にお迎えして「蒲田の町の今昔」のお話を聞かせていただきました。柳町さん

の「世界に誇る蒲田の町」のお話を真剣な面持ちで、時には驚き、そしてうなずき、黙々とメモを取る姿

は、外に向かって伸びようとする子どもたちのエネルギーを感じました。黒澤タイプライターの広大な敷

地があったこと、高砂香料の会社が「アロマスクエア」の名前の由来となったこと、三省堂の蒲田工場が

「コンサイス英和辞典」を作ったこと、三津海製作所が真空ポンプを開発し 

てお札を数える機械を作ったこと・・・もう数え上げればきりがないものづ 

くりの町、蒲田の「すごさ」です。これから４年生は「ものづくり」の学習 

をしていきます。このお話をきっかけに、世界に誇れる「蒲田の町」を受け 

継ぎ、どんどん世界に発信していってほしいと願っています。 

算数の様子          
 算数では、子どもたちの学習状況や内容に応じてクラス分けを行い、担任と算数少人数担当がそれぞれ

のクラスを担当しています。習熟度に合わせた指導では、基礎・基本が確実に定着するように授業を行っ

ています。ペアでの話し合いなどを取り入れた対話的な学習もできるようになりました。自分の考えを相

手に伝えることで理解を深めたり、友達の考えを聞いて自分の考えと比べたりと、さらに学習を深められ

るようにしています。 

 それぞれの単元の終わりには、タブレットドリルに取り組んでいます。 

児童がタブレットドリルを行っている目次の画面から、取り組み状況を 

確認することができます。１学期の単元のたしかめプリントができてい 

るか、ご家庭でもお子さんと一緒にご確認ください。まだできていない 

１学期の単元のたしかめプリントがありましたら、ご家庭でも取り組む 

ことができます。（２年生以上）１年生は、タブレットの使い方に慣れてから、２学期よりタブレットド

リルに取り組みます。ご不明な点がありましたら、担任または算数少人数担当にご質問ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑４の１の学級旗。「コロナに負
けるな！」との文字も。力強い！ 

 


